
２０２０年度　１１月度 戸畑郷土史会活動報告 　　作成　；　若曽根

日　時　：令和０２年１１月８日　（日） 　　上田，竹内（英），小石，讃井，山中，竹内（孝），江藤，林，筒井
場　所　：戸畑生涯学習センター 　　佐々木，久保田，宮崎，青木，安田、友松，片山，若曽根，

　３階第２集会場 会員１７名，一般３名　　　　　　計２０名

戸畑文化連盟秋季文化祭

１．上田会長挨拶　　　　　

・今年は感染症コロナウイルスの影響で図書館ではなく、生涯センターになりました。「郷土戸畑」も今年は
　冊子になり、見易くなりました。是非、投稿作品を一読ください。
・会報　郷土戸畑３６号　　７０冊作成　　ポスター３０枚作成　関係者の協力に感謝します。

２．郷土戸畑３６号投稿者の紹介
・今年から「郷土戸畑」が１～２０号と同じく冊子になりました。まだ中身は書体・行間など統一されていま
　んが、非常に見易くなりました。これからも継続したいと思います。
・投稿者１１名の紹介。　今年のテーマは越水武夫氏の戸畑郷土誌を参考にして大半が投稿されました。

３．講演会　：　「越水武夫と戸畑郷土誌」　　　 講演者　竹内英雄事務局長

プロジェクターを使用して、越水武夫氏が編集・出版された「戸畑郷土誌１・２」の資料的価値について
①．戸畑鳥旗市道改良工事図（明治３４年発行）について
　　　旧道旧水路と新道・旧堀の跡、役場との位置関係
　　　８,０００坪の「堀之内、館跡」は誰のものであったか？
　　　祇園大山笠　西と東のルーツは。「小川を挟んで」の小川は何処に。
②。中世戸畑の海外交易はいかにあったか。
③．安川家の戸畑移住、鮎川義介と東洋製鉄・共同漁業

４．質疑応答
　・掘の内、館跡について　いろんな説が出て来た。竹内，小田村，三宅など。
　・質疑について活発に議論がされた。

５．次月１２月の予定

　・２０２０年１２月１３日（日）　　　１０時００分～１２時の予定です。
　　　文化祭の反省と来年度の計画について　


